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NPO 教育支援協会

21
世
紀
を
迎
え
、
音
を
立
て
て
「
20
世

紀
型
」
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
壊
れ
始
め
、

教
育
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
も
大
き
く
変

化
し
始
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で
協
会
の
設

立
趣
旨
で
あ
り
ま
す
地
域
の
教
育
を
起
こ

し
、
教
育
の
民
営
化
を
実
現
す
る
と
い
う

テ
ー
マ
も
現
実
味
を
帯
び
始
め
た
と
思
い

ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん
は
昨
年
の
12
月
に
出

さ
れ
た
教
育
改
革
国
民
会
議
の
提
言
を
読

ま
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
読
ま
れ
て
な

い
方
は
ぜ
ひ
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
け
て
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
が
、
そ
の
中
で
も
「
新
し
い
時
代
に
新

し
い
学
校
づ
く
り
を
」
と
い
う
項
目
を
設

け
て
、
「
地
域
独
自
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
、

地
域
が
運
営
に
参
画
す
る
新
し
い
タ
イ
プ

の
公
立
学
校
を
市
町
村
が
設
置
す
る
こ
と

の
可
能
性
を
検
討
す
る
。
」
と
提
案
し
て

い
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ん
に
は
協
会
の
活
動
の

全
体
像
が
つ
か
め
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
協
会
で
は
こ
う
い
っ
た
「
市
民
が
学

校
を
作
る
」
と
い
う
流
れ
を
現
実
の
も
の

と
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
こ
こ
で
ま
と
め
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

① 

地
域
の
教
育
起
こ
し
〔
実
績
作
り
〕

地
域
に
教
育
を
ま
か
せ
る
と
い
っ
て

も
、
行
政
側
か
ら
す
る
と
「
市
民
は
要
求

を
す
る
け
れ
ど
も
自
分
で
は
何
も
し
な
い

し
、
協
力
も
し
て
く
れ
な
い
」
と
い
う
考

え
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

そ
こ
で
、
地
域
の
市
民
が
行
政
に
協
力
し

地
域
の
教
育
を
支
え
る
と
い
う
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
昨
年
か
ら
始
ま
っ

た
「
地
域
で
進
め
る
子
ど
も
外
国
語
学
習
」

事
業
で
す
。
こ
れ
は
文
部
省
の
委
嘱
事
業

と
し
て
市
町
村
の
教
育
委
員
会
と
協
会
の

支
部
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
協
議
会
を
作

り
、
運
営
す
る
も
の
で
す
。
鹿
児
島
・
福

岡
・
広
島
・
愛
知
・
長
野
・
埼
玉
の
各
地

区
で
実
施
し
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
し
て
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、
今
後
も
継

続
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
始
ま
る
政
府
の
Ｉ
Ｔ

講
習
を
協
会
で
引
き
受
け
て
い
く
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
全
国
の
す

べ
て
の
市
町
村
で
実
施
さ
れ
ま
す
か
ら
、

地
域
の
大
人
ど
う
し
が
協
力
し
て
「
市
民

が
行
政
の
事
業
を
主
体
的
に
に
な
う
」
と

い
う
生
涯
学
習
環
境
を
作
る
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
こ
れ
を
通
し
て
地
域
の
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織
化
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

代
表
理
事 

吉
田
博
彦

教
育
の
民
営
化
に
向
け
た
動
き

各
地
の
動
き
の
中
で
以
下
の
よ
う

な
動
き
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

だ
微
妙
な
段
階
で
す
の
で
、
具
体
的

な
市
町
村
は
ふ
せ
て
ご
報
告
し
ま
す
。

○
○
市
で
は
市
長
の
私
的
諮
問
機

関
と
し
て
教
育
改
革
○
○
市
市
民
会

議
を
設
置
し
、
２
０
０
３
年
に
開
設

す
る
公
立
の
中
高
一
貫
校
で
民
間
か

ら
の
校
長
公
選
と
、
そ
の
学
校
の
教

員
の
大
半
を
民
間
人
（
３
年
契
約
）
と

し
て
、
学
校
運
営
に
数
値
目
標
（
進
学

実
績
で
は
な
い
、
例
：
生
徒
の
満
足

度
調
査
で
８
０
％
以
上
を
得
る
こ
と

な
ど
）
を
導
入
し
て
運
営
す
る
と
い

う
案
を
検
討
し
て
い
る
。
協
会
の
支

部
が
市
民
会
議
に
か
か
わ
り
、
活
動

を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
が
実
現
す
る

と
日
本
最
初
の
チ
ャ
ー
タ
ー
ス
ク
ー

ル
に
な
る
。

ま
た
、
○
○
市
の
市
長
か
ら
協
会

の
支
部
に
「
協
会
で
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
を
運
営
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
い

う
話
し
が
き
て
い
る
。
教
育
委
員
会

と
協
会
が
組
ん
で
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

を
運
営
す
る
と
な
る
と
昼
間
に
や
る

わ
け
だ
か
ら
、
こ
れ
も
日
本
最
初
の

チ
ャ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
に
な
る
。

ト
ピ
ク
ス
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② 

市
民
参
加
の
学
校
づ
く
り

〔
提
案
と
実
践
〕

学
校
を
市
民
の
手
で
つ
く
り
、
支
え
て

い
く
と
い
う
こ
と
は
教
育
の
民
営
化
へ
の

第
一
歩
で
す
。
協
会
の
沼
津
支
部
で
は
地

域
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
、
青
年
会
議
所
の
方
々
と
協
力
し
て
「
学

校
の
校
長
を
公
募
し
市
民
で
選
ぼ
う
」
と

い
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
１

月
に
斎
藤
沼
津
市
長
に
提
言
し
、「
大
賛
成

だ
」
と
の
賛
意
を
い
た
だ
き
、
市
長
の
私

的
諮
問
機
関
と
し
て
教
育
改
革
沼
津
市
民

会
議
の
設
立
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
文
部

科
学
省
の
担
当
者
の
方
に
助
言
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
２
０
０
２
年
を
め
ど
に
具
体

策
を
ま
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③ 

具
体
的
教
育
内
容
づ
く
り

〔
内
容
の
研
究
と
準
備
〕

地
域
で
教
育
を
す
す
め
る
、
教
育
の
民

営
化
を
す
す
め
る
と
い
っ
て
も
そ
の
内
容

を
創
る
事
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
協

会
で
は
教
科
内
容
の
改
善
策
と
し
て
「
全

国
新
学
力
テ
ス
ト
」
を
三
年
に
わ
た
っ
て

実
施
し
、
よ
り
精
度
の
高
い
テ
ス
ト
作
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
基
づ

い
た
指
導
法
の
研
究
な
ど
を
行
い
、
今
の

教
育
現
場
に
求
め
ら
れ
て
い
る
「
思
考
力
」

や
「
課
題
解
決
力
」
の
育
成
方
法
を
探
っ

て
い
ま
す
。

今
後
の
教
育
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
自

然
体
験
活
動
へ
の
体
制
作
り
も
進
め
て
い

ま
す
。
協
会
は
文
部
省
の
提
唱
で
始
ま
っ

た
自
然
体
験
活
動
推
進
協
議
会
に
参
加
し
、

今
年
の
春
か
ら
自
然
体
験
活
動
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
講
座
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
こ

の
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
で
公
的
な
資
格

が
得
ら
れ
ま
す
の
で
多
く
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
他
に
小
学
生
の
英
語
指
導
者
の
育

成
や
教
材
の
作
成
、
家
庭
教
育
に
向
け
た

「
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
作
成
に
も
着

手
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
協
会
の
ほ
と
ん
ど
の
活

動
が
教
育
の
民
営
化
に
向
け
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
地
域
で
活
動
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
会
員
の
方
々
の
一
つ
一
つ
の
想
い
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
日
本
の
教
育
改
革
を
実

現
す
る
た
め
、
み
な
さ
ん
と
と
も
に
歩
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

平
成
12
年
10
月
、
文
部
省
の
平
成
12
年

度
補
正
予
算
の
概
要
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
先
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
日

本
新
生
プ
ラ
ン
」
の
重
要
四
分
野
施
策

（
Ｉ
Ｔ
革
命
の
推
進
、
環
境
問
題
へ
の
対

応
、
高
齢
化
対
応
、
都
市
基
盤
整
備
）
へ

の
重
点
的
取
り
組
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
特
に
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
Ｉ

Ｔ
革
命
の
推
進
に
関
し
て
は
、
「
情
報
通

信
技
術
講
習
推
進
特
例
交
付
金
」
を
創
設

し
て
Ｉ
Ｔ
講
習
の
全
国
展
開
を
行
お
う
と

す
る
も
の
で
す
。
文
部
省
が
発
表
し
た
内

容
は
以
下
の
と
お
り
。

*

　
　
　

*

　
　
　

*

１
．
事
業
の
概
要

Ｉ
Ｔ
普
及
国
民
運
動
の
一
環
と
し
て
、
地

方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
地
域
住
民
に
対
す

る
Ｉ
Ｔ
基
礎
技
能
講
習
を
飛
躍
的
に
推
進
す

る
た
め
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
講
習
推

進
特
例
交
付
金
を
新
た
に
創
設
し
、
今
補
正

予
算
に
お
い
て
自
治
省
に
一
括
し
て
予
算
計

上
。
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
交
付
金

を
財
源
に
、
Ｉ
Ｔ
講
習
を
希
望
す
る
地
域
住

民
に
対
し
、
学
校
等
の
教
育
施
設
や
そ
の
他

の
地
方
公
共
団
体
の
施
設
に
お
け
る
自
主
講

習
の
開
催
、
あ
る
い
は
専
修
学
校
や
私
立
学

校
等
へ
の
講
習
会
へ
の
委
託
な
ど
の
方
式
を

組
み
合
わ
せ
て
、
Ｉ
Ｔ
基
礎
技
能
に
係
る
講

習
を
積
極
的
に
展
開
す
る
。

２
．
事
業
費

５
４
、
５
４
９
百
万
円
（
平
成
12
年
度
補

正
予
算
）

３
．
Ｉ
Ｔ
講
習
の
内
費

①
講
習
の
内
容
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
技
能

の
取
得

②
講
習
場
所
／
小
・
中
・
高
等
学
校
、
大
学
、

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
（
以
上
私
学

を
含
む
）
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
、
公
民

館
、
図
書
館
、
庁
舎
等
そ
の
他
地
方
公
共

団
体
の
施
設
、
民
間
施
設
な
ど

③
受
講
可
能
人
数
・
約
５
５
０
万
人
程
度

４
．
文
部
省
の
対
応

文
部
省
に
お
い
て
は
、
具
体
の
事
業
の
実

施
に
つ
い
て
、
学
校
等
の
教
育
施
設
が
講
習

実
施
主
体
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
に
か
ん
が
み
、
自
治
省
と
も
十
分
連
携
し

つ
つ
、
①
学
校
や
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る

パ
ソ
コ
ン
の
整
備
状
況
、
②
Ｉ
Ｔ
講
習
に
係

る
指
導
者
の
確
保
、
③
学
校
開
放
に
係
る
事

務
体
制
の
整
備
、
④
専
修
学
校
や
私
立
学
校

等
の
活
用
な
ど
に
配
慮
し
つ
つ
、
受
講
機
会

の
確
保
に
最
大
限
の
協
力
を
行
う
方
針
。

ま
た
、
本
講
習
に
伴
い
、
公
民
館
・
図
書

館
等
社
会
教
育
施
設
の
パ
ソ
コ
ン
等
の
Ｉ
Ｔ

Ｉ
Ｔ
講
習
特
集

吉
田
博
彦
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学
校
週
休
２
日
制
や
総
合
的
学
習
の
時
間

な
ど
で
自
然
体
験
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
中
、
文
部
省
の
提
唱
に
よ
り
自
然
体
験
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
約
90
の
団
体
が
協
力

し
て
自
然
体
験
活
動
推
進
協
議
会
（C

O
N
E

）

を
設
立
し
ま
し
た
。CO

N
E

は
自
然
体
験
活
動

の
指
導
者
の
あ
り
方
や
活
動
の
進
め
方
に
つ

い
て
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
定
め
、
そ
れ
を

履
修
し
た
人
に
指
導
者
と
し
て
の
公
的
資
格

を
与
え
る
機
関
で
す
。

教
育
支
援
協
会
で
は
、
こ
の
『
自
然
体
験

土
屋
義
彦
埼
玉
県
知
事
訪
問

大
宮
事
務
局

12
月
７
日
（
木
）
、
若
狭
昭
彦
専
務
理
事
、
大
宮
在
住
の
会
員
、
山
田
ち
づ
子
、
西

山
幸
代
氏
ら
が
埼
玉
県
の
知
事
公
舎
に
土
屋
義
彦

知
事
を
訪
ね
、
秦
哲
美
県
議
会
議
員
、
恩
田
徹
男
県

生
涯
学
習
部
次
長
同
席
の
も
と
、
大
宮
地
区
で
す

す
め
る
文
部
省
委
嘱
事
業
「
地
域
で
す
す
め
る
外

国
語
学
習
」
、
県
下
で
す
す
め
る
「
心
の
教
育
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
等
の
現
況
報
告
を
行
っ
た
。

こ
の
訪
問
に
あ
た
り
、
県
生
涯
学
習
担
当
か
ら
事

前
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
あ
り
、
協
会
の
事
業
内
容
等

の
説
明
を
充
分
に
実
施
し
て
い
た
経
緯
も
あ
っ
て
、

表
敬
訪
問
は
終
始
な
ご
や
か
に
す
す
み
、
知
事
よ

り
「
き
ょ
う
は
よ
い
お
話
を
伺
っ
た
。
県
へ
の
要
望

が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
担
当
に
言
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

各
地
の
状
況
（
１
月
25
日
現
在
）

自
然
体
験
活
動
リ
ー
ダ
ー
初
級
講
座
（C

O
N
E

認
定
）
開
催
の
お
知
ら
せ

活
動
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
』
も
、『
子
ど
も
外

国
語
学
習
』
や
『
Ｉ
Ｔ
講
習
』
な
ど
と
同
様
に
、

地
域
の
教
育
起
こ
し
の
重
要
な
事
業
と
位
置

づ
け
、
長
野
県
乗
鞍
高
原
に
お
い
て
４
月
21

日
か
ら
２
泊
３
日
で
、
第
一
回
『
自
然
体
験
活

動
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
』
を
実
施
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
講
座
を
受
講
し

た
方
に
はC

O
N
E

の
公
認
資
格
が
与
え
ら
れ
ま

す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
／
協
会
横
浜
事
務
局
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環
境
を
飛
騨
的
に
整
備
す
る
た
め
の
補
助

金
を
今
補
正
予
算
に
お
い
て
予
算
計
上
（
１

８
、
９
４
８
百
万
円
平
成
、
平
成
12
年
度
補

正
予
定
）。*　
　
　

*

　
　
　

*

こ
の
全
国
的
に
実
施
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
講
習

の
具
体
的
な
実
施
策
を
各
自
治
体
に
提
案

し
て
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
教
育
支
援

協
会
と
し
て
積
極
的
に
そ
の
運
営
を
引
き

受
け
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
今
回
の
事
業

プ
ラ
ン
で
す
。

現
在
各
支
部
で
は
行
政
と
の
交
渉
が
積

極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
状
況
を

以
下
に
ま
と
め
て
お
き
ま
す
。

京
都
府
京
都
市
公
開
入
札
に
参
加

和
歌
山
県

有
田
市
が
随
意
契
約
を
決
定

宮
城
県
利
府
町
随
意
契
約
で
内
定

仙
台
市
、
多
賀
城
市
、
塩
釜
市
に
提
案

書
を
提
出

兵
庫
県
伊
丹
市
、
尼
崎
市
に
提
案
書
を
提
出

広
島
県
福
山
市
、
新
山
市
に
提
案
書
を
提
出

神
辺
町
が
随
意
契
約
を
内
定

東
京
都
杉
並
区
が
随
意
契
約
の
方
向

神
奈
川
県

横
浜
市
、
川
崎
市
の
公
開
入
札
に
参
加

静
岡
県
沼
津
市
が
随
意
契
約
で
内
定

福
岡
県
久
留
米
市
が
随
意
契
約
を
内
定

福
岡
市
の
公
開
入
札
に
参
加

愛
知
県
名
古
屋
市
の
公
開
入
札
に
参
加
、

犬
山
市
が
随
意
契
約
で
内
定

鹿
児
島
県

鹿
児
島
市
・
鹿
屋
市
・
姶
良
町
で
随
意

契
約
が
内
定

ま
た
、
現
在
「
打
診
中
」
の
地
域
は
次

の
と
お
り
で
す
。

北
海
道
／
各
地
区
、
京
都
府
／
全
市
町
村

秋
田
県
／
秋
田
市
、
滋
賀
県
／
全
市
町
村

福
島
県
／
郡
山
市
・
白
河
町

三
重
県
／
各
地
区

岩
手
県
／
盛
岡
市
・
北
上
市
そ
の
他

大
阪
府
／
篠
山
市
・
四
條
畷
市

栃
木
県
／
小
山
市
・
小
金
井
町

茨
城
県
／
水
戸
市
・
龍
ヶ
崎
市

群
馬
県
／
高
崎
市
、
埼
玉
県
／
大
宮
市

東
京
都
／
日
野
市
・
世
田
谷
区
・
中
野
区

・
足
立
区

千
葉
県
／
習
志
野
市
。
愛
媛
県
／
松
山
市

香
川
県
／
丸
亀
市

新
潟
県
／
新
潟
市
・
白
根
市
・
上
越
市

熊
本
県
／
各
地
区

岐
阜
県
／
岐
阜
市
・
高
山
市
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支
部
だ
よ
り鹿

児
島
支
部

山
下
俊
茂

12
月
22
日
（
金
）　

市
内
の
ホ
テ
ル
で
、

一
〇
〇
名
の
お
客
様
を
迎
え
て
南
九
州
支

部
活
動
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は

年
末
の
ご
多
忙
な
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

文
部
省
生
涯
学
習
振
興
課
課
長
補
佐
栗
原

祐
司
氏
を
は
じ
め
、
鹿
児
島
県
、
市
の
教

育
委
員
長
な
ど
教
育
委
員
会
の
幹
部
、
児

童
文
学
者
の
高
士
与
市
氏
、
郷
土
史
家
芳

即
正
氏
の
ご
出
席
を
た
ま
わ
り
、
各
氏
か

ら
教
育
支
援
協
会
の
鹿
児
島
県
で
の
活
動

に
多
大
な
評
価
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
今

後
の
期
待
を
述
べ
て
い
た
だ
き
、
気
持
ち

を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

教
育
行
政
に
関
わ
る
方
々
か
ら
は
、
教

育
は
学
校
だ
け
で
な
く
、
地
域
と
連
携
し
、

総
力
を
結
集
し
て
生
涯
学
習
を
推
進
す
べ

き
と
の
趣
旨
の
お
言
葉
を
い
た
だ
く
一
方
、

芳
氏
か
ら
地
域
間
較
差
が
生
ず
る
可
能
性

が
あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
た
市

民
活
動
が
必
要
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
高
く
評
価
さ
れ
る
活
動
を

す
べ
く
、
本
年
度
も
努
力
し
て
い
く
所
存

で
す
。
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

鹿
児
島
支
部
／T

e
l
 
0
9
9
-
2
6
4
-
4
0
5
1

全
国
新
学
力
テ
ス
ト
の
ご
案
内

総会のお知らせ

来る５月20日（日）に、特定非営利活

動法人 教育支援協会の第２回通常総会

を開催します。

総会では、国際理解教育や自然体験事

業、子育て事業、大学公開講座事業な

どの平成12年度活動報告と、ＩＴ事業

を含む平成13年度に向けての活動案に

ついて審議する予定です。

また、総会に先だち、文部科学省大臣

官房審議官の寺脇研氏をお招きして、

これからの教育について講演していた

だく予定になっています。

記

会場：フォーラムよこはま 会議室１

日時：平成13年５月20日

講演　11：00～ 12：00

総会　13：00～ 17：00

なお、詳細は後日ご案内いたします。

特定非営利活動法人 教育支援協会

東京事務局　〒105-0003 東京都港区西新橋 3-23-5

御成門郵船ビル12Ｆ

Tel 03-3434-0352  Fax 03-3434-0353

大
宮
事
務
局

山
田
ち
づ
子

１
月
13

日
（
土
）
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
小
ホ
ー
ル
で
、
第
１
回
子
育
て
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
阿
部
進
氏

の
講
演
に
は
じ
ま
り
、
石
川
大
宮
市
教
育

長
、
湯
澤
俊
医
師
、
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
武

井
優
氏
を
ま
じ
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
と
、
各
氏
熱
い
言
葉
で
持
論
を
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
一
二
〇
名
の
聴
衆
は
熱
心

で
、
パ
ネ
ラ
ー
へ
の
質
問
票
が
殺
到
し
、
司

会
者
が
と
て
も
全
部
は
紹
介
で
き
な
い
と
、

会
場
に
謝
罪
す
る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
第
２
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
横
浜

み
な
と
み
ら
い
21
地
区
に
あ
る
、
は
ま
ぎ

ん
ホ
ー
ル
「
ヴ
ィ
ア
・
マ
ー
レ
」
で
２
月

10
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は

地
域
で
子
育
て
に
関
わ
っ
て
い
く
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
テ
ー
マ
に
、
現

在
進
め
ら
れ
て
い
る
教
育
改
革
の
流
れ
に

も
触
れ
な
が
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。
横
浜

市
長
の
講
演
を
は
じ
め
、
第
１
回
に
続
い

て
阿
部
氏
の
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
３
部
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

入
場
料
１
０
０
０
円
。
詳
細
は
協
会
横

浜
事
務
局
ま
で
（0

4
5
-
6
5
0
-
2
0
4
0

）

教
育
改
革
の
流
れ
の
中
で
、
文
部
科
学
省
は
早
け
れ
ば
平
成
15

年
よ
り
「
全
国
的
か
つ
総
合
的
な
学
力
調
査
」
を
行
う
予
定
で
す
。

こ
の
テ
ス
ト
は
平
成
５
～
７
年
に
実
施
さ
れ
た
「
教
育
課
程
実
施

状
況
調
査
」
を
基
に
作
成
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

私
ど
も
の
全
国
新
学
力
テ
ス
ト
は
、
新
し
い
教
育
に
お
け
る
評

価
の
あ
り
方
を
民
間
か
ら
提
案
す
る
目
的
で
、
平
成
９
年
よ
り
実

施
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
テ
ス
ト
も
、
同
じ
「
教
育
課
程
実
施
状

況
調
査
」
を
基
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
文
部
科
学
省
の
流
れ
と
も
合

致
す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
そ
う
い
っ
た
状
況
を
考
え
、
平
成
15
年
に
文
部
科
学

省
の
「
新
学
力
テ
ス
ト
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
テ
ス

ト
内
容
や
処
理
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に

ご
参
加
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

テ
ス
ト
統
一
実
施
日
／
５
月
13
日　

全
国
集
計
締
切
日
／ 

５
月
19
日

テ
ス
ト
集
計
返
却
日
／
５
月
31
日　

詳
細
は
下
記
ま
で
。


